
浸水対策＜３次総重点プロジェクト＞ 3,419,581千円

〇下水道管の耐震化

・高松処理区（駿河区稲川一丁目外）ほか 584,142千円

（予定整備延⾧5,050ｍ）

高橋雨水ポンプ場 完成イメージ図

〇雨水幹線・ポンプ場などの整備

・高橋二・三丁目、飯田町地区（~R３）

（高橋雨水ポンプ場整備）

・川岸町・渋川地区

（巴川右岸雨水２－１号幹線（～R5）、渋川雨水ポンプ場整備（～R7）（予定整備延⾧622ｍ）

上下水道局 令和２年度予算・事業説明

政策１ 危機管理を強化する。

重要な管・施設の地震対策 932,459千円

下水道

水 道

内面を補強した後の下水道管

〇水道管の耐震化 706,130千円

葵区大岩町・大岩一丁目、清水区興津本町・興津中町ほか

(予定整備延⾧2,843ｍ)

〇災害時活動拠点の整備 100,000千円

駿河区中島 耐震性貯水槽設置

〇水道施設の耐震化 126,329千円

与一取水場取水井接続部耐震化工事、谷津山配水池耐震補強工事ほか

重要な管・施設の地震対策 1,414,849千円

「もう少しスピード感を!」
（R1協議会意見） R2主要設備投資計画額増

→施工現場の台風被害や施工困難箇所により日進量が低下したため、浸水対策に遅れが発生

管・施設の老朽化対策 4,335,725千円

〇下水道管路の老朽化対策

南部処理区（清水区築地町外）ほか 797,755千円

（予定整備延⾧5,050ｍ）

〇城北浄化センター（受変電設備改築 外） 590,880千円

〇中島浄化センター（水処理設備改築 外） 556,630千円

政策２ 管・施設を効率的に運用する。

管・施設の老朽化対策 4,506,604千円

〇水道管の更新 3,009,315千円

葵区安東二丁目、駿河区登呂四丁目、清水区草薙ほか（予定整備延⾧19,313ｍ）

〇水道施設の更新 1,497,289千円
城内配水場電気設備更新工事、清水谷津浄水場脱水機棟建築工事ほか

水 道

下水道

老朽化した水道管から漏水

老朽化した水道管

施設の効率化
〇水運用計画の策定

R４計画策定予定を前倒してR２に計画を策定するように進める

1,139,000千円

674,000千円

別紙５

興津中学校に令和元年度に設置した
耐震性貯水槽（生徒による見学の様子）



水環境の保護・改善 1,708,795千円

下水道の未普及解消のため、下水道事業計画区域内の整備を実施する。

〇中島処理区（服織、西豊田、大谷地区） 665,400千円

〇北部処理区（西久保地区） 125,800千円

〇静清処理区（興津、馬走、飯田地区） 103,000千円

下水道区域内整備率(見込み) 92.4％ （予定整備延⾧5,977ｍ）

政策３ 環境への負荷を軽減する。

政策4 お客さまサービスを向上させる。

政策５ 信頼される経営を確立する。

〇営業関連包括業務委託 357,339千円

〇料金支払いの利便性の向上

新たな納付方法の導入

・LINE Pay請求書支払い（６月１日から）

・PayPay請求書払い（７月１日から）

・楽天銀行コンビニ支払サービス（６月１日から）

・PayB払込票決済（７月１日から）

※下線箇所は静岡市では初めての取組

接客窓口サービスなどの充実

財政の健全化 水道料金の改定（平均改定率 14.8％）

老朽化した水道管や水道施設の更新や耐震化を積極的に実施し、

水道基盤の強化を図るため、水道料金の改定（コロナ禍により10月に延期）

水道管の取り替えに200年
総延⾧2,600㎞ 管路更新率０.５％

水道施設の耐震不足・老朽化
全 214 施設のうち 重要な22施設

水道管の取り替えを83年にし
総延⾧2,600㎞ 管路更新率1.2％

重要な 22 施設のうち
３施設の耐震化・更新完了

●目指す姿（令和２～５年度）●現状

※目指す姿に向けて更新等のペースを上げていくと、現行の水道料金では４年間で52億円不足。
52億円の確保 ＝ 14.8％の改定

下水道

水 道・下水道

水 道

〇水道管、水道施設の整備・充実 445,454千円

〇鉛製給水管の更新 220,001千円

安全でおいしい水の安定的な供給水 道

水道管の布設

下水道管の整備

鉛製給水管の更新

「安全面の市民の不安を払拭するた
め、早期の事業完了を目指すこと」

（R1協議会意見）

3,700箇所(H30計画値)
→3,800箇所(R2計画値)へ増

サービス登録口座からの
即時引き落としが可能に！

チャージした電子マネーで
の支払いが可能に！

布設する管に未来への
メッセージを記入


